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救護施設に異動になり早1年9ヶ月が経過しました。福祉関係は初めてで介護職ということもあり戸惑いの連続で

した。その矢先の熊救協調査・研究委員をすることになり、県内の救護施設職員の方々の貴重な話しを聞けることに

感謝しています。

これからも皆様方との交流を深め勉強させて頂き、微力ではありますが施設で働く者として入所者の方々の手助

けが出来ればと思います。今後とも宜しくお願いします。
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【 し ら が ね 寮 】 Ǘ ᫷ ᙺ ࢘ Ἷ ࿆ ך ᝵ ἷ ἞ ἰ Ἧ ̵ Ǘ

1 1月 3 0日 か ら 3 1日 に 世 界 最 大 級 の カ ル デ
ラ を 持 つ 阿 蘇 山 へ 一 泊 社 会 見 学 に 行 っ て 来 ま
し た 。 旅 行 日 和 に 恵 ま れ こ の 時 期 と し て は 暖
か く 楽 し い バ ス の 旅 と な り ま し た 。
初 日 は 阿 蘇 山 ロ ー プ ウ ェ ー に 乗 っ て 阿 蘇 山

に 登 り 、 丁 度 阿 蘇 火 山 火 口 の 規 制 が 解 除 さ れ
た の で 、 噴 煙 が 立 ち 上 る 火 口 を 目 の 前 で 見 る
こ と 出 来 て と て も 良 か っ た で す 。 そ の 日 は 内
牧 温 泉 に 宿 泊 し ま し た 。
次 の 日 は 熊 本 市 の 城 彩 苑 に 寄 っ て 昼 食 を 食

べ て 、 お 土 産 を 買 っ て 、 楽 し い 一 泊 社 会 見 学
は 無 事 終 了 し ま し た 。

【友愛会銀杏寮】 ǗትὣඌἨὓ἗źǗ

去る11月、「秋を楽しもう！」ということで希望者を募り、２班に分かれ秋の散策に出掛けま

した。1 班目は、熊本県庁の銀杏並木を散策しました。残念ながら枝を切ったばかりのようで枝ぶ

りが寂しげでしたが、色づいたいちょうを楽しみました。２班目は、熊本城二の丸公園を散策しま

した。雄壮な佇まいの熊本城や公園内の赤黄に色づいた木々を楽しむことが出来ました。

当施設でも利用者の高齢化や障がいの重度化が進み、外出の機会が減った方

がおられます。そのような方を中心に、近郊で春夏秋冬を感じながら楽しめる

行事を増やしていきたいと思います。

【 野 坂 の 浦 荘 】 Ǘ ۟ ܌ Φ ໇ Ϝ Ǘ

野 坂 の 浦 荘 で は 、 地 域 交 流 と し て 老 人 ク ラ ブ の 方 達 と 交

流 会 を お こ な っ て お り 、 地 域 の 方 と の 交 流 を 入 所 者 の 方 も

楽 し み に し て お り ま す 。 毎 年 ５ 団 体 で 100人 近 く の 方 が 来

荘 さ れ ま す 。 朝 お 迎 え す る 際 は 笑 顔 で 「 元 気 に し て ま し た

ね 。 」 と 1年 ぶ り の 挨 拶 を 交 わ し 、 シ ャ ッ フ ル ゴ ル フ と ビ

ン ゴ ゲ ー ム を 楽 し み ま す 。 午 後 は カ ラ オ ケ で す 。 老 人 ク ラ

ブ の 方 が コ ー ラ ス を 披 露 し て 頂 き ま し た 。 楽 し い 時 間 も

ア ッ と ゆ う ま に 過 ぎ 。 「 ま た 来 年 も 元 気 に お 会 い し ま し ょ

う ね ！ ！ 」 と み ん な 握 手 で お 見 送 り 、 来 年 は 更 に 楽 し め る

交 流 会 に な る よ う 考 え て い ま す 。
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「全国大会の思い出」

友愛会銀杏寮 施設長 本山 雅德

福祉の仕事に携って早いもので、もう四半世紀が過ぎ、友愛会銀杏寮での勤務も指導員時代と

現職とで通算すると１０年を超え、採用時から、愛媛、熊本、北海道、秋田、岡山、沖縄、静岡

兵庫で開催された全国大会に参加していますので、その想い出を一部述べさせていただきます。

平成元年に第１４回全国大会が熊本市で開催され、当時の九州地区会長が銀杏寮の施設長であっ

た為か未熟ながらも記録・編集等の責任者を仰せつかりました。開催要綱作りでは意見発表者へ

原稿の催促、九州地区記録係の方達とは事前の打ち合わせ、当日の懇親会では地元の職員は各テ

ーブルへ分散しておもてなしをするようになっており、終了後、熊本ラーメンの店へもご案内し
．．．．．

ました。報告書は現在は会報「全救協」に掲載しますが、当時はテープ起しをした文章をテープ

を聞きながら校正し製本する迄が担当地区の責任でしたので、かなり苦労したことを覚えていま

す。それでもその時記録係をして下さった方や熊本の街をご案内した方とは今でも交際が続いて

いるのは縁があったと言うことでしょうか。私にとって全国大会での楽しみは、①発表の内容、

②人との出会い、③その地方の美味しい食事と酒（本音は順序が逆です。）①に関してはこの２

年、第５分科会の議長をさせていただいていますが、皆さん利用者のことを考え、活発な意見交

換が行なわれています。これからも人との出会いを大切に、そして健康で長いお付き合いを続け

て行きたいと思っています。

～地域貢献事業への取り組み～ 菊池園編

地域見守り活動 「学童見守りボランティア」
～子どもたちとのふれ合いが生き甲斐です！～

30年前に地域から理解を得るということからスタートして、奉仕活動（地域の空缶

拾いや除草作業）を実施してきましたが、更に地域活動の内容を拡げようと摸索し

ている時に、老人会の方々が児童の通学の見守りをされていたことから、小・中学

校に相談したところ、PTAからも是非にと言われ平成20年から「下校見守りボラン

ティア」を始めました。始めた当初は子どもたちから「誰だろう」と思われていま

したが、今では「おかえりなさい」、「ただいま」と言って帰ってくる子どもたち

が笑顔で挨拶をしてくれるのが、生き甲斐になっていますと自治会の皆さんがうれ

しそうに話してくれます。

これからも、活動を止めることなく、続けていきたいと思っています。

【活動内容】

実施者：菊池園自治会員 9名（当番制：3名ずつが交代）

実施日：毎週月曜日～金曜日（週5日）

時 間：午後3時30分～午後4時30分

場 所：菊池市泗水町富の原地区（施設から約1.5㎞）の交差点



熊救協研修委員会 報告

第１回熊救協職員研修会（Ｈ２５．６．２０）
場所：救護施設天草園地域交流多目的ホール（天草市河浦町）

この研修は、利用者サービスの質の向上に重点を置
き、職員の専門職としての資質向上を図ることを目的
に開催され、県内７施設から30名の参加がありました。
午前の研修では、天草園の視察研修を行い、施設見

学、施設の概要説明、施設に対する質疑応答があり丁
寧な説明をしていただきました。
午後からは、職種別に分かれてのグループ討議を行

い、各施設より事前に提出された討議事項に沿って、
日頃の業務で感じていることなど活発な意見が出さ
れ、有意義な研修となりました。

第２回熊救協職員研修会（Ｈ２５．１０．２３）
場所：熊本県交流会館パレア（第１会議室）

この研修会は、九州の各救護施設が足並みを揃え、心の病気(精神障害)につ
いて理解を深め、精神障害者の処遇向上を図るため、今回は特に救護施設職員
のアルコール依存症に対する正しい理解とその回復に向けた取り組みを学ぶた
め開催しました。

参加者は、県外(九州地区)の救護施設職員、各福祉事
務所担当職員、県内の救護施設職員など７４名の方々に
参集いただきました。
はじめに、九救協・熊救協藤本会長の挨拶後、県健康

福祉部澤村知春参事からの行政説明があり、その後、ア
ルコール依存症に特化した研修を行いました。
まず、島根県断酒新生会理事長杉浦勝栄氏の「アルコ

ール依存症の人達と一緒に」の講話があり、昼食後、NPO法人ジャパンマッ
クみのわマック元施設長山本晋一氏の「アルコール依存症からの回復～飲まな
いで生きる～」の講話、その後AAモデルミーティング「回復への希望」の演
題で４名の当事者のそれぞれの体験談の話がありました。その後、鹿児島市で
開業しておられる森口病院長森口進医師の「アルコールの害とアルコール依存
症について」講話をされました。
アルコール依存症は、否認の病気と言われ、家族や

周りの人々まで巻き込んでいく病気で、誰でもなる病
気であるとのことでした。治癒ではなく回復すること
が大切で、治療している人は助かる人と言えるそうで
す。止めて生きるのか、飲んで死ぬのかだと言われま
した。当事者の体験談であるため心に響く講話であり、
救護施設職員として大変勉強になった研修会でした。

【千草寮】 ǗᦀՠϜỻỼᾮᾙᾰᾇύᾩźǗ

10月29日に秋季ミニ運動会が行われました。去年はあいにくの雨で室内での実施でし

たが、今年は天候にも恵まれ、さわやかな秋晴れのもと行うことができました。

前日の予行練習では、頑張る余り、足を痛める方もいらっしゃいましたが、当日は皆さ

ん元気いっぱいでの参加となりました。まずは利用者の方と職員の仮装で、大爆笑からの

スタートとなり、その後は、大玉転がしやパン食い競走など、招待客の方や体の不自由な

方も参加され、みんなで楽しみ、盛り上がった運動会となりました。

また、昼食は出張バーベキューの方に来ていただき、青空の下、みんなで輪になり大変

おいしく頂きました。出てくる料理を次々と口にほおばる姿は、まるでお腹の玉入れ競走

の様でした。(笑)

普段見ることのできない皆さんの笑顔や、一生懸命な姿にとても感動した一日となり大成

功でした。

【天草園】 Ǘ਩ᯊἿԕҜեǗ࢈ӈ໛࿆೽ணຢݸϜ

去る11月9日、天草消防広域連合会主催による第15回屋内消火栓操法大会(標的放水・タ

イム・動作の正確性を競う)が開催され、天草園女子チームが見事優勝を遂げました。平成元

年を初回に今回で12回目の参加となり、過去に準優勝は3回ありましたが優勝はなく、今回

悲願の初優勝となりました。

この大会は2年に1回「自衛消防隊の屋内消火栓操作技術の向上と防災意識の高揚を図り

、迅速かつ確実な初期消火活動により、各事業所の火災による被害の軽減に資すること」を

目的に開催されています。今年も地域の一般企業や行政、病院や福祉施設等の職場や高校生

で構成された31チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。

天草園は、女性３人の女子チームでエントリー、大会までの約2ヶ月間、慣れない訓練で

精神的にも肉体的にも限界まで追い込まれながらの厳しい練習に耐え大会に挑みました。

開会式では、前回に引き続き選手宣誓(抽選で一番クジ)の大役も努め、選手にとっては色々

なプレッシャーの中での優勝に喜びもひとしおでありました。

【菊池園】 Ǘ֑ᅯෛ᫖ἹἿ᥯஀Ǘ፺ቒቶᅌᬅἿᾋὨήὦ׈Չ

地域の精神科病院医師から、「デイケアへ参加をさせてみてはどうか」と話があ
り、参加当初は施設での余暇活動等との違いが分からず、一日のリズム作りにと考
え参加を促していましたが、参加を繰り返すたびに参加者の表情が明るくなり変化
してきました。それまで、部屋の問題や金銭の問題を相談していた人が全く相談す
ることなく、楽しく参加するようになりました。
現在も一年を通して参加していますが、「休みたい」と言ってくる

人が一人もなく、自立支援事業を取組むうえでも精神科病院通院者の
方々へはよい活動であると感じてます。

【真和館】 Ǘ͜షҸ૎ἼἵἕἷǗ
真和館では、一時入所が制度化された昨年度（平成２４年度）から一時入所に取り組み始め、平成２４年度には３名

の方に利用いただき、平成２５年度は１１月３０日までに、すでに１１名の方に利用していただいています。

一時入所は、施設定員に制約されず、空き部屋があれば、原則７日間（福祉事務所の要請で最大で１ヶ月間）の短期

入所をして頂くことが出来る制度です。利用料は、本人から食事や入浴の実費である一日１，０００円（熊本県救護施

設の統一料金）をいただいています。住む家や仕事が無く次の居場所を探すためにしばらくの間、救護施設に入所いた

だいています。また、施設生活を体験いただくための体験入所をしていただくこともできます。入所生活を送って頂く

うちに、少しずつ先の見通しがつき、表情も明るくなり、色々な希望を話していただけるようになります。もちろん３

食きちんと食事を摂られることで健康状態も改善します。それに加え、安心できる環境で生活することで、社会の中で

一人の人間として自分らしく生活したいという思いが強くなるのではないかと感じます。

様々な方の人生の再スタートの機会となるよう、これからも一時入所支援に力を入れて行きたいと思います。






